２０１０年９月７日

■天地明察　　　　　　　　冲方　丁（うぶかた　とう）　　角川書店

江戸時代前期の幕府碁方安井算哲(初代)の子で天文暦学者となった2代目安井算哲（渋川春海）の生涯を描く。
江戸、四代将軍家綱の御代、ある「プロジェクト」が立ちあがった。即ち、日本独自の太陰暦を作り上げる計画を、権力者の協力を得ながらも失敗を繰り返しながら２２年間の紆余曲折の末、実現した傑作時代小説!!
今も囲碁番組などで本因坊道策との御前碁が紹介されているのを目にするのでその点からも興味をもって読み進めた。
□冲方　丁（うぶかた　とう）

１９９６年大学在学中に「黒い季節」で第一回スニーカー大賞を受賞。小説を刊行しながら、ゲーム、コミック原作、

アニメ制作と活動の輪を広げる。

２００３年「マルドック・スクランブル」で第２４回日本SF大賞を受賞。
「天地明察」で２０１０年第３１回吉川英治文学新人賞を受賞

２０１０年８月２５日
■ナニカアル　　　　　　　桐野夏生　　　新潮社

昭和十七年、南方へ命懸けの渡航、束の間の逢瀬。波瀾の運命に逆らい、書くことに、愛することに必死で生きた一人の女を描き出す感動巨編の誕生。戦争に翻弄された作家・林芙美子の秘められた愛を、桐野夏生が渾身の筆で灸り出し、描き尽くした長篇小説。
□桐野夏生
1951年金沢市生れ。成蹊大学卒。93年『顔に降りかかる雨』で江戸川乱歩賞を受賞する。98年『OUT』で日本推理作家協会賞、99年『柔らかな頬』で直木賞、2003年『グロテスク』で泉鏡花文学賞、04年『残虐記』で柴田錬三郎賞、05年『魂萌え!』で婦人公論文芸賞、08年『東京島』で谷崎潤一郎賞、09年『女神記』で紫式部文学賞を受賞した
２０１０年８月２０日

■植物図鑑　　　　　　　　有川　浩　　　　角川書店
第一回ブクログ大賞　小説部門第一位になった恋愛小説。
ベタ甘のラブストーリーで評価がわかれているようですが、私は面白く読みました。

筆者の他の作品も読みたくなりました。
□有川浩（ありかわ ひろ）
高知県生まれ。学生時代より投稿を始め、2004年第1回電撃大賞「塩の街」でデビュー。2作目の『空の中』が読書界諸氏より絶賛を浴び、「図書館戦争」シリーズで大ブレイクした。いま最も注目される作家。
２０１０年５月２１日

■ほかならぬ人へ　　　　白石一文　　　祥伝社

小説とはいえ、ストーリーに共鳴出来ず、どうしても最後まで読めませんでした。
２０１０年３月１５日

■廃墟に乞う　　　　　　　佐々木譲　　　文芸春秋

道警の敏腕刑事だった仙道孝司は、ある事件で心の病となり療養中の身。やっと回復してきた仙道に、次次とやっかいな相談事が舞い込む。捜査権のない身分で事件の真相に辿り着く。

第１４２回直木賞受賞作品である。
□佐々木譲（ささきじょう）
1950年北海道生まれ。自動車メーカー勤務を経て、79年「鉄騎兵、跳んだ」でオール讀物新人賞を受賞。90年『エトロフ発緊急電』で日本推理作家協会賞、山本周五郎賞、日本冒険小説協会大賞を受賞する。2002年『武揚伝』で新田次郎文学賞受賞
２００９年１１月１８日

■八日目の蝉　　　　　　　角田光代　　中央公論新刊社

不倫相手の男性夫婦に生まれた赤ちゃんを見に行って衝動的に連れ去ってしまった主人公のその子への愛情からの逃避行。

読み始めは、衝撃的でしたが、読み進みにつれ、この親子？がいつまでも幸せな生活を続けられるよう願っていました。

捕まったあと、実の両親のもとで成長する娘、薫の心境や大学生になって不倫の子を身ごもって幼少時の思い出を辿り旅するに至り
心境を綴った長編サスペンス。
□角田光代（かくた・みつよ）　１９６７年神奈川県生まれ。早稲田大学第一文学部卒業。
　　１９９０年「幸福な遊戯」で海燕新人文学賞、１９９６年「まどろむ夜のＵＦＯ」で野間文芸新人賞。

　　２００３年「空中庭園」で婦人公論文芸賞。２００５年「対岸の彼女」で直木賞。
　　２００６年「ロック母」で川端康成文学賞を受賞

２００９年１０月４日

■EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つい),終)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すみか),住処)　　　　　　　　 磯崎憲一郎　　新潮社
ともに30歳を過ぎてなりゆきで結婚した感のある夫婦の上に流れた20年という時間を描いた作品。

常に不機嫌な妻は夫にとり不可解な存在であり続け、夫も浮気を繰り返す。相愛の情を欠きながら長い時間を共有したのちに得た、夫婦の関係を描いています。

第141回芥川賞受賞作で、選考委員の「圧倒的な支持で決まった」そうですが、私には共感できるところが少なかった。

□磯崎憲一郎（いそざき・けんいちろう）　１９６５年千葉県生まれ。早稲田大学商学部卒。

　　２００７年「肝心の子供」で文藝賞受賞。２００８年「眼と太陽」が芥川賞候補に。２００９年「世紀の発見」刊行。

２００９年７月８日

■聖女の救済　　　　　　　東野圭吾　　　文芸春秋

IT企業の社長の真柴義孝が自宅で変死体で発見された。死因は毒物による中毒だ。被害者の妻、綾音には鉄壁のアリバイがあった。
長編推理小説。男
２００９年５月２２日
■悼む人　　　　　　　　　 井上荒野　　　文芸春秋
２００９年第１４０回直木賞受賞作品。（山本兼一氏の「利休にたずねよ」と共に受賞）
故人が、誰を愛し、誰に愛され、何をして人に感謝されたかを遺族や近しい人達に尋ねながら、一人一人の生きた証を胸に刻み、決してそのことを忘れないと全国を放浪し、死者を悼む旅を続ける坂築静人と、人間不信の雑誌記者、夫を殺した女、末期癌の母らのドラマが繰り広げられる。７年の歳月を費やした長編小説。
　□井上荒野（いのうえあらの）　
１９６０年愛媛県生まれ。８６年「白の家族」で野性時代新人賞、９６年「家族狩り」で山本周五郎賞、２０００年「永遠の仔」で日本推理作家協会賞を受賞。ほかの著書に「あふれた愛」など。
２００９年３月１５日　　　　　

■利休にたずねよ　　　　山本兼一　　PHP出版　　　　

	２００９年第１４０回直木賞受賞作品。
堺の魚屋に生まれ、己れの美学だけで後に茶の湯で大成した千利休。茶の湯だけにとどまらず秀吉の参謀としても力を発揮し

天下取りにも貢献した。しかし、その鋭さゆえに、やがて対立。秀吉に嫌われ、切腹を命ぜられる。
人間利休に心魅かれる著者が、その謎に包まれた生涯とその背景を解き明かした長編歴史小説です。


２００９年２月８日

■ホームレス中学生　　　田村裕　　　ワニブックス

	田村裕（麒麟）による自叙伝。中学生の田村少年が突然住む家を無くし、近所の公園でダンボールや野草で飢えを凌いだ幼い日々から、相方、川島明との出会いまでを描いています。いつも遠くで見守ってくれていた母への想いの詰まった、笑えて泣ける貧乏自叙伝。
（パソコンを教えていて、受講者からの質問のインターネットで図書を借りる方法を説明に例として私の図書カードで

この本を借りる手続きを行いました。多くの予約者がいたらしく、それから約一年後、連絡が来ました）

本の人気を受けて、漫画・映画・ドラマ化もされました。


２００９年２月８日

■火EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おこ),熾)す　　　ジャック・ロンドン著　柴田元幸訳　　スイッチ・パブリッシング社
ジャック・ロンドンの200以上の短篇小説のなかの9本が収録された短篇集。
（『火を熾す』は、村上春樹氏の短編集の中にも登場するので読んでみました）
表題作「火を熾す」は、人間の生存が不可能な厳寒の地を旅する男の話。
　「メキシコ人」：革命のために賞金稼ぎをする青年の行動と内面の描写をした物語
　「水の子」：ハワイの伝承を下敷きにした海老取りの話
　「生の掟」
　「影と閃光」：奇妙な色の実験を題材にしたファンタジックな作品
　「戦争」：騎乗兵のごく限られた視界と動きで戦いを描く
　「一枚のステーキ」：文明社会での「食う」こととの死闘を描いた作品
	厳しい自然や　老い、貧しさ、故の必然性と立ち向かうすざましい姿を描いた作品で、私の世界とはかけ離れた緊張感と凄みに、脳がかき混ぜられるような衝撃を覚えました。


　□ロンドン，ジャック（Ｌｏｎｄｏｎ，Ｊａｃｋ）
１８７６年、サンフランシスコの貧しい家に生まれ、十代で漁船の乗組員として世界を転々とする。やがてゴールドラッシュにわくカナダ北西部のクロンダイク地方へ金鉱探しの旅に出る。そのときの越冬の経験が、後に高い評価を得る『野生の呼び声』や極北の自然を舞台にした小説の背景となっていく。『白い牙』や『ジャック・ロンドン放浪記』など多作で知られ、１９１６年４０歳で他界するまで２００以上の短編を残した
２００９年１月30日

■神の子供たちはみな踊る　　　村上春樹　　　新潮社

いずれも阪神淡路震災が遠景においた小説世界が展開する｡[image: image1.png]



次の六編の短編小説を載せた小説

UFOが釧路に降りる

アイロンのある風景

神の子供たちはみな踊る

タイランド

かえるくん　東京を救う

蜂蜜パイ

２００９年１月２２日

■狂い咲き正宗　　　山本兼一　　　講談社

	主人公は、将軍家の刀剣類を管理する御腰物（おこしのもの）奉行の長男勝光だが、刀剣商に婿入りし光三郎と名乗っている。とにかく刀剣が大好きで鑑定眼は鋭い。不正がまかり通る社会に反発し、また、鎌倉時代の名匠正宗は実在しなかったのではと疑問をぶつけ、父に勘当された。江戸は芝日蔭町。奉行の家に生まれながら、刀に惚れて刀剣商に婿入りした光三郎が、持ち込まれた刀を目利きする。世の中、裏の裏に、また裏がある…。町人の目で武家のまやかしを一刀両断。超一流の刀目利きの眼力で次々起こるトラブルを切り抜けていく。本格時代小説。
□山本兼一（やまもと・けんいち）　１９５６年京都府生まれ。同志社大卒。安土城築城を描いた『火天の城』で松本清張賞受　　　

　　賞。同作は西田敏行主演で来秋、映画化。『千両花嫁　とびきり屋見立て帖』が今年、直木賞候補に。


２００９年１月１８日

■切羽へ　　　　　井上荒野　　　新潮社

静かな島で、夫と穏やかで幸福な日々を送る保健室の先生をしているセイの前に、ある日、若い新任教師が現れる。夫を深く愛していながら、どこか得体の知れない石和に惹かれてゆくセイ。ただ、愛も、恋も、展開することなく、主人公の心理描写が淡々と綴られた小説。

一方、仲の良い奔放な性格の同僚教師、月江は主人公の「静」に対して「動」の存在である。月江のもとには、東京から妻のいる男が通って来る。妻と別れて月江を選ぼうとするが、妻が島に乗り込んできて騒ぎが起き、その直後、主人公の心が乱れることに、月江は石和との関係をもち、結婚まで考え始めた頃東京からの男が現れ、元の鞘に収まることになる。石和はこれを契機に島から姿を消す。
「宿命の出会いに揺れる女と男を、緻密な筆に描ききった哀感あふれる恋愛小説」との紹介文であったが、緊迫感は感じなく

ただ、端々に淡々と心理が描写されている小説と感じました。 
